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が深いことはいくつかの研究で明らかになっている（Leary, Herbst, & 
McCrary, 2003; Long, Seburn, Averill, & More, 2003; Srivastava, 
Angelo, & Vallereux, 2008）。特に，内向性と強い関連があることが示さ
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率 87.0％）。属性は，性別が男性 75名，女性 125名であり，学年の内訳が，
1年生 170名，2年生 21名，3年生 7名，4年生 2名であった。
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2.3.4.	 日本語版 TIPI-J 尺度
　性格特性についてはパーソナリティ研究の日本語版 TIPI-J尺度を使用
した。10項目で構成され，Big Fiveの「外向性」「協調性」「勤勉性」「神
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存欲求”は，第 3クラスタが第 1クラスタと第 2クラスタに比べて有意
に高かった（p<.05）。“統合依存”は，第 1クラスタと第 4クラスタが第
2クラスタと第 3クラスタに比べて有意に高かった（p<.05）。“協同効用”
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Figure 2　ひとりでいられる能力と孤独感による 4タイプ
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